
 

く # 15 7 力学 は と 物体 の 間に 摩擦 はなく . を軸を 図 の よう

キーワード 単振動、 遠心 力
、
摩擦 にとる とする

-
い 物体 の 位置を 時刻 の 関数 x に ) として 表現し

、

D 国の ように 、
質量 m の 物体Aを xt グラフ を かけ n

自然長 lの ばねに 固定し 、
ばねの逆端 を 図 の ように 台 Bを 等速円運動 させる 。

このとき

を 台 B に とりつける。 初め 台 B は 固定されて
の 角速度R と する。 先ほど同様に

、

自然長 の 位

いて 、 物体 Aを ばね が 自然長となる位置 置で A を はなし 、 単振動させるため の R の 条件を求めた
Bに0) から 離すと 単振動を初めた 。
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(3) 前間 の 条件 を 満たし 、
物体 A を 単振動 r B

さ せる。
このとき

、 ある 条件 を満たす と
、
外から r →

見たとき の Aの 軌道が だ円軌道に なる
。

この 条件 を 求めよ。

日
思っ

、一等て、 、-D 再び台 B を 固定させ 、
ベルトコンベア をつけて、 金 1 0 \ \ rg

0 」 の

等速V で 図の ように動かせる 。 ベルトと
、 A の

静止摩擦係数は が 動 摩擦係数は ie
② 前門 のよう に ベルト コンベアに対して . すべり

する。

っっいける ため の で の 条件 を 求める。

い つに Zo まで Aを ひっぱり はな したら
、
ベルトコンベアに対して

.
ずっしすべり がけながら 単振動 を したの か )に弘 の 位置で ベルトコンベアに対して 静止した

つり合い の 位置か と 周期T を 求めた 状態で A を はな した 。 )に)にまで は ベルh

ただし 、
Aを はなす 前 、

Aは ベルトコンベアに対して は ンベア と 同じ速さで 上昇 した
。 N を 求める

。

速さで 動いている とする



 

④ その後
、

x %で Aは折り返した。 23を _

か、 xz.huし た) 、

を 使って表せ。

⑤
この 後 A は 等速 運動 と 単振動を 組み

たれせた 周期運動 を する。

か)にいいか を 満たす とき
、 1周期

にかかる 時間 はいくら か 。 m 、

口 を 用いて表せ 。


